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英語を身に付け、英語で輝き、英語で

　市では、全ての小中学校への外国語指導
助手（ALT）・国際交流支援員の派遣や配
置、イングリッシュキャンプの開催などに
より、子供たちの英語力を育んでいます。
　また国際交流カフェや英語の絵本読み聞
かせ会の開催など、誰もが気軽に英語に触
れる機会を充実させています。

１.小学校の授業の様子　２.英語での成功体験を味わえるイングリッシュキャンプ　
３.国際交流カフェでは好きな映画やアニメなど、共通の話題を通して英語で交流を深める　
４.季節ごとに外国や日本の文化体験イベントを開催することにより、お互いの文化を楽し
みながら理解することができる

２ ３ ４

市の取り組み

英語があふれるまち いわくに

　岩国市は、10人いれば 1 人はアメリカ人という英語のまちです。この地域特性
を生かし、英語の学び・学び直し、国際交流の機会が充実した魅力的な英語交流
のまちを実現させるため、「英語があふれるまち いわくに」をキャッチフレーズに、
英語交流のまち Iwakuni 創生プロジェクトを推進しています。
　今回は、市の取り組みや市民の声などを紹介します。皆さんも岩国だからこそ体
験できる生の英語に触れてみませんか？

問英語教育推進室☎（29）5201

つながろう !!
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英語があふれるまち いわくに
つながろう !!英語を身に付け、英語で輝き、英語で
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Interview

　普段、仕事の後に来ています。
ここは日本人にとっても外国人

にとっても新しい学びや出会い

があり、国際交流をしたい人に

は、とても身近な施設だと思い

ます。いつも日本語の参考書を

持参するのですが、参考書には

ないカジュアルな言葉も出会い

の中から学べるので、立ち寄る

のが楽しみなスポットです。

　休日に利用しています。英語
を勉強していても、普段アウト

プットする場所ってなかなかあ

りません。ここでは英語を話し

たい日本人や日本語を学びたい

外国人が集まり、ラフに交流で

きます。スタッフの皆さんもと

ても親切なので英語に触れたい

人は一度気軽に「ぷらっと」立

ち寄ってもらいたいです。
山田　力さん

　基地ボランティアとのコラボイベントや英会話カフェなどを予
定しています。詳しくは広報いわくに３月１日号やホームページ
でお知らせします。

Anniversary Event!! PLAT ABC　

バーナル・
マーティンさん

　この施設を日常的に利用している人に施設の魅力を聞きました。

ゲームを通して交流でき、話しやすかったです

文化的な体験
もできて

楽しかった★

「 Thanksgiving 」にちなんで開催されたイベント。
参加者はクイズや外国のゲーム、スリッパ卓球などを通して英語で交流を楽しみました。
岩国ならではのイベントを多数開催しています。
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こ
の
ま
ち
で
英
語
の
学
び

・
学
び
直
し
や
国
際
交
流
が

で
き
る
新
た
な
拠
点
と
し
て

令
和
４
年
３
月
に
「
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｔ　
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
だ
け
で
は
な
く
、
ド
リ

ン
ク
片
手
に
気
軽
に
交
流
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、

誰
も
が
英
語
で
つ
な
が
る
新

し
い
出
会
い
や
体
験
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

どなたでも
ぷらっとお越しください
お待ちしております

Event

㈰

3

ホームページ

オープン１周年記
念

【住所・アクセス】
〒 740-0012　岩国市元町一丁目１番 1 号
レジデンス岩国駅東１階
JR岩国駅東口駅前広場

（岩国錦帯橋空港行きバス停前）
TEL 0827-28-5313

【開館時間】
9:00 ～19:00
休業日 － 火曜日



二十歳のつどい

大
人
の
自
覚
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を

　
成
人
の
日
を
翌
日
に
控
え
た
１
月

8
日
、
市
民
文
化
会
館
で
二
十
歳
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
人
式
か
ら
二
十
歳
の
つ
ど
い
に

名
称
が
変
わ
り
、
初
め
て
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
は
、
８
２
８
人
の
参
加

者
が
色
鮮
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
大
人
の
自

覚
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
参
加
者
を
前
に
福
田

良
彦
市
長
が
「
で
き
る
限
り
多
く
の

人
と
出
会
い
、
交
流
す
る
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
や
経
験
を
得
な
が
ら
、

大
き
な
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
参
加
者
を
代
表
し
、
二
十

歳
の
つ
ど
い
実
行
委
員
の
５
人
が

「
家
族
や
友
達
な
ど
の
支
え
が
あ
り

こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
」
と

二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
も
、
参
加
者
た
ち
は

友
人
と
の
再
会
を
喜
び
、
学
生
時
代

の
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
記
念
写

真
を
撮
っ
た
り
し
て
門
出
の
日
を
祝

い
合
い
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課
☎（
29
）５
２
１
０

市政
PICK－UP
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11
月
13
日
と
12
月
11
日
、
１
月
15

日
に
市
民
文
化
会
館
で
、
全
３
回
の

「
岩
国
市
に
ぎ
わ
い
創
出
施
設　

市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
、

中
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
3０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
J
R

岩
国
駅
西
口
で
計
画
さ
れ
て
い
る
民

間
の
再
開
発
ビ
ル
の
３・
４
階
部
分

に
整
備
す
る
市
の
施
設
に
つ
い
て
、

市
民
の
「
こ
れ
が
や
り
た
い
・
こ
う

だ
っ
た
ら
良
い
な
」
と
い
う
思
い
を

取
り
入
れ
る
た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、映
画
を
見
た
い
、コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
本
を
読
み
た
い
、

友
達
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
い
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
施
設
に
求
め
る
も
の
を
付

箋
に
書
き
出
し
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に

す
る
た
め
の
仕
掛
け
の
提
案
や
周
辺

商
店
街
と
の
連
携
な
ど
を
自
由
に
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
意
見
な
ど
を
基
に
令
和
９
年
度
に

供
用
開
始
を
目
指
す
に
ぎ
わ
い
創
出

施
設
の
整
備
に
向
け
、
設
計
な
ど
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

問
中
心
市
街
地
整
備
課

☎（
29
）５
１
７
１

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

ワークショップでは、にぎわいを生み出すためのアイ
デアを出し合った

民間事業によりJR岩国駅西口に整備される再開発ビ
ルの３・４階に市のにぎわい創出施設を整備予定岩国市にぎわい創出施設

市民ワークショップ

安心・安全共同パトロール

　
12
月
16
日
、
米
軍
岩
国
基
地
内
と

川
下
地
区
、麻
里
布
地
区
で「
安
心・

安
全
共
同
パ
ト
ロ
ー
ル
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
自
ら
の
地
域

は
自
ら
が
守
る
と
い
う
連
帯
意
識
の

も
と
市
民
と
行
政
、
基
地
関
係
者
が

協
働
し
て
防
犯
活
動
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
国
や
県
、
市

職
員
と
米
軍
お
よ
び
海
上
自
衛
隊
の

関
係
者
、
地
区
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
員
が
基
地
内
と
市
内
の
繫
華
街
を

歩
い
て
回
り
、
店
舗
や
通
行
人
に
防

共
に
安
心
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て

犯
活
動
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る

日
本
語
版
と
英
語
版
の
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
福
田
良
彦
市
長
と
米
海
兵
隊

岩
国
航
空
基
地
司
令
官
の
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ラ
ス
ノ
ッ
ク
大
佐
は
、
基
地
内

外
の
米
軍
関
係
者
に
対
し
、
防
犯
意

識
の
向
上
に
つ
い
て
積
極
的
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　
市
は
今
後
も
犯
罪
抑
止
に
つ
な
が

る
活
動
を
継
続
し
、
暮
ら
し
や
す
い

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

問
基
地
政
策
課
☎（
29
）5
0
2
4福田良彦市長はパトロール中、PR用のポケット

ティッシュを配りながら防犯意識向上を呼び掛けた

麻里布地区の繫華街で、店舗や通行人に防犯活動への
協力を呼び掛けながらパトロールを行った
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Vol.163
田渕 大

たいせい
晴さん

（川下町在住）

　昭和49年３月生まれ。
令和３年７月から市内
ゴルフ場に勤めながら、
アームレスリング競技
に取り組んでいる。左
腕上腕の太さは42㎝で
ストレッチ素材のシャ
ツでないとすぐに破れ
てしまうのが悩み。
　座右の銘は「一芸は
道に通ずる」。

練習では主に実戦練習を繰り返し、相手選手との
駆け引きなどを磨いている（写真左）

　

昨
年
、
J
A
W
A
全
日
本
ア
ー
ム
レ
ス

リ
ン
グ
95
㎏
級
レ
フ
ト
ハ
ン
ド
競
技
で
３
階

級
目
の
日
本
一
の
称
号
を
手
に
し
た
の
が
田

渕
大
晴
さ
ん
で
す
。

　
田
渕
さ
ん
の
出
身
は
兵
庫
県
明
石
市
。
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
に
汗
を
流
す
ス
ポ
ー
ツ
少
年

で
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
ゴ
ル
フ
場
運
営
会

社
に
就
職
し
た
田
渕
さ
ん
。
全
国
各
地
の
ゴ

ル
フ
場
に
勤
務
す
る
た
め
、
数
年
ご
と
に
転

勤
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　
39
歳
の
あ
る
日
、田
渕
さ
ん
は
偶
然
、ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
の
大
会
チ
ラ
シ
を
見
か
け
、

大
会
に
出
場
し
ま
す
。「
軽
い
気
持
ち
で
出

場
し
て
、
結
果
は
２
回
戦
敗
退
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
力
と
力
を
ぶ
つ
け
合
い
、
勝
敗
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
競
技
の
魅
力
に
完
全
に

取
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
大
会
後
、
田
渕
さ
ん
は
本
格
的
に
競
技
に

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
た
結

果
、
田
渕
さ
ん
は
２
０
１
９
年
に
78
㎏
級
で

初
の
日
本
一
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
ま
た
２１

年
に
は
自
分
の
体
重
よ
り
も
重
い
階
級
の
86

㎏
級
に
出
場
し
、
そ
こ
で
も
日
本
一
の
結
果

を
残
し
ま
す
。
そ
し
て
２２
年
、
さ
ら
に
上
位

の
階
級
と
な
る
95
㎏
級
を
制
覇
し
、
３
階
級

で
の
日
本
一
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
「
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
は
年
齢
を
問
わ
ず
、

誰
も
が
強
く
な
れ
て
、
い
つ
か
ら
で
も
始
め

ら
れ
る
競
技
で
す
。
練
習
す
れ
ば
体
格
の
小

さ
な
選
手
が
大
き
な
選
手
に
勝
つ
こ
と
だ
っ

て
で
き
ま
す
。
自
分
が
活
躍
す
る
こ
と
で
競

技
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
田
渕
さ
ん
の
次
の
目
標
は
、
世
界

大
会
出
場
で
す
。
40
歳
以
上
の
マ
ス
タ
ー
ズ

部
門
で
は
な
く
、
一
般
の
シ
ニ
ア
部
門
で
自

分
の
力
を
試
し
た
い
と
静
か
に
力
強
く
未
来

を
見
据
え
ま
す
。

取
り
組
む
た
め
、
大
阪
の
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
に
入
っ

て
腕
を
磨
き
ま
す
。「
当
時
は

と
に
か
く
楽
し
く
て
、
夢
中
で

や
っ
て
い
ま
し
た
。
転
勤
で
和

歌
山
県
に
い
た
頃
は
、
仕
事
を

終
え
て
か
ら
、
高
速
で
大
阪
に

行
き
、
朝
３
時
ま
で
練
習
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
は

ほ
と
ん
ど
握
力
が
残
っ
て
い
な

く
て
…
。
朝
、
和
歌
山
に
帰
っ

て
、
そ
の
ま
ま
仕
事
に
行
っ
た

職場の受付前に立つ田渕さん。おもてなし
の心で笑顔の接遇を心掛けている

腕
１
本
に
全
力
を
ぶ
つ
け
合
う

楽
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て

全日本選手権95㎏級を制覇し、表彰台に立
つ田渕さん（写真中央）
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１
月
５
日
、
岩
国
市
地
方
卸
売

市
場
で
恒
例
の
初
市
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　
　

　

初
市
に
は
売
買
参
加
者
ら
約

１
５
０
人
が
参
加
し
、
岩
国
れ
ん

こ
ん
や
周
防
大
島
町
沖
で
取
れ
た

マ
ダ
イ
、
大
島
み
か
ん
が
競
り
に

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
田
良
彦
市
長
ら
が
競
り
人
を

務
め
、「
な
ん
ぼ
、
な
ん
ぼ
」「
も

う
一
声
」
な
ど
の
掛
け
声
に
、
競

り
値
は
上
昇
し
、
通
常
の
３
～
17

倍
の
ご
祝
儀
相
場
で
競
り
落
と
さ

れ
ま
し
た
。
落
札
し
た
㈱
ミ
コ
ー

食
品
の
松
田
誠
治
さ
ん
は
「
コ
ロ

ナ
禍
を
は
ね
の
け
、
景
気
の
良
い

一
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
値
を
付

け
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

岩国市地方卸売市場
初市開催

まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ

まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ
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まちの話題Ｉｗａｋｕｎｉ Cｉｔｙ Ｔｏｐｉｃｓ

種まきからそば打ちまで全部できるんよ
　12月10日と11日、美川町の東谷さぬきパークで「おいしいそ
ば作りに挑戦」が開催されました。８月の種まきに始まり、10
月の刈り取り、11月の脱穀を経て迎えたそば打ち体験、参加者
は苦戦しつつも、上手にそばを打つことができました。試食会
では、打ちたてのそばをおいしく味わうことができました。

　12月５日、由宇小学校で広島東
洋カープの田村俊介選手と前川誠
太選手が講師を務める授業があり
ました。プロになって１年目の２
人は、質問に笑顔で答えながら夢
への向き合い方や挑戦することの
大切さを語りました。若ゴイ選手
２人の話を熱心に聞いた児童たち
は、叶えたい夢や目標に向かって
努力する大切さを学びました。

夢に向き合い、
挑戦する大切さを学ぶ

　12月13日、ハーモニーみわでロ
ンドン2012パラリンピック日本
代表ガイドランナーの北村拓也氏
による「人権教育講演会」が開催
されました。北村さんは、伴走者
は選手を支えているのではなく、
実は支えられているというエピ
ソードなどから、受講者に向けて
誰もが誰かを支える伴走者になれ
ると温かく語りました。

誰もが誰かの
“伴走者 ”

　12月４日、周東町の中田小学校で３年ぶりの地域イベント「中
田ふれあいフェスタ」が開催されました。会場では文化作品展
示やフリーマーケットをはじめ、紙ヒコーキ飛ばし大会や書道
パフォーマンスなどが行われました。来場者は久しぶりの地域
のふれあいに心を和ませ、会場には笑顔があふれていました。

地域のふれあいって大事じゃね

8
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　12月17日、玖珂中央コミュニティ
センターで子ども食堂のおひさま
カフェによるクリスマスコンサー
トが開催されました。コンサート
では、子供たちにもなじみ深いア
ニメソングやクリスマスの曲が披
露されました。演奏後にはおひさ
まカフェからお弁当やお菓子など
が配られ、参加者はクリスマスを
存分に楽しむことができました。

　12月20日、錦清流小学校の１・２年生が錦町広瀬の商店街の
旧店舗で「にしきのおいしいさつまいもやさん」を開きました。
児童らは錦千守会の協力のもと、苗の植え付けから秋の収穫ま
で、自らの手で育てた立派な芋を多くのお客さんに「おいしい
よー！」と呼び掛けながら堂々と販売しました。

自信満々の「いらっしゃいませ！」

子供たちにクリスマス
コンサートを

　12月20日、本郷ふるさと交流館
で岩国市出身の映画監督、藤岡利
充氏による「生涯学習推進講演会」
が開催されました。参加者は、映
画作りの失敗や成功体験、映像を
作る時のアドバイスなどに興味深
く耳を傾けていました。来年度に
は、藤岡氏が指導者となり本郷中
学校生徒による映像製作体験も行
われる予定です。

そうだ！
映画監督になろう

　12月27日、錦帯橋岩国側料金所前で門松が設置されました。
門松は市が毎年、市民団体の「岩国巌流会」に委託し設置する
もので、地元産の竹や松、葉ボタンなどで制作しています。新
年を幸せに過ごして欲しいという願いを込めた門松は、今年
350年の節目を迎える錦帯橋を華やかに彩りました。

新しい年の幸せを願って



●
高
齢
者
と
自
動
車
事
故
①

な
る
ほ
ど

健
康
教
室
[196]

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

ゴボウ巻き

あっさり食べやすい

広報いわくに 10

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
日
本
の
少
子
高
齢
化
は
進

み
、
人
口
１
億
２
５
０
０
万
人
の
日
本
人
の

平
均
寿
命
は
、
女
性
が
87
歳
、
男
性
が
81
歳

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
社
会
に
与
え
る
影
響
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
そ
の
内
の
一
つ
が
高
齢
者
と
自

動
車
事
故
の
問
題
で
す
。

　

こ
こ
数
年
で
記
憶
に
新
し
い
事
故
と
し

て
、
２
０
１
９
年
４
月
、
池
袋
で
当
時
87
歳

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
す
る
乗
用
車
が
暴
走

し
、
母
子
２
人
が
死
亡
す
る
と
い
っ
た
痛
ま

し
い
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
２
０
２

２
年
11
月
に
は
福
島
市
で
、
97
歳
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
運
転
す
る
車
が
暴
走
し
、
歩
行
者
な

ど
５
人
が
死
傷
す
る
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
ど
ち
ら
の
事
故
に
も
共
通

し
て
い
る
原
因
は
「
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
間
違
い
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
何
歳
か
ら
高
齢
者
と
定
義
す
る
か
と
い
う

問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
２
０
２
０
年
時
点

で
65
歳
以
上
の
人
口
３
６
０
０
万
人
の
う

ち
、
運
転
免
許
証
の
保
有
者
数
は
１
９
０
０

万
人
と
半
数
を
超
え
て
お
り
、
何
ら
か
の
対

策
を
と
る
必
要
の
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

で
し
ょ
う
。
自
動
車
運
転
は
、
認
知
、
判
断
、

遂
行
機
能
な
ど
知
的
活
動
が
密
接
に
連
携
し
、

高
度
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
運
動
で
あ
る
た
め
、

高
齢
者
の
自
動
車
運
転
能
力
を
適
切
に
評
価

す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
池
袋
の
事
故
後
、
運
転
免
許
証
返
納
の
動

き
は
進
み
、
返
納
者
は
過
去
最
高
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
病
院
に
も
、
運
転
免
許
証

関
連
の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

本
人
は
運
転
を
や
め
た
く
な
い
が
、
家
族
は

や
め
て
ほ
し
い
人
、
夫
婦
2
人
暮
ら
し
で
ど

ち
ら
か
が
運
転
で
き
な
く
な
る
と
生
活
が
成

り
立
た
な
く
な
る
た
め
、
家
族
皆
が
運
転
を

続
け
て
ほ
し
い
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。

　
次
回
は
法
律
の
改
正
も
含
め
て
、
話
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

【
岩
国
市
医
師
会
】

●エネルギー 225kcal/人　●食塩相当量 2.1g/人

材料（２人分）

A

　に置いて巻く。
④食べやすい大きさに切り分ける。

　　　　レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

①ゴボウは縦４等分（大きいものは６等分）に切り、
　中火でAと一緒に20分程度煮る。
②ご飯にすし酢を入れ、よく混ぜる。
③のりの上に酢飯をのせ、ゴボウが中央に来るよう

・ゴボウ…1/2本（10㎝）　
・ご飯…100ｇ
・すし酢…大さじ1/2
・のり…1/2枚

・だし汁…75ml
・砂糖…小さじ１
・しょうゆ…大さじ1/2
・みりん…大さじ1/2

作り方
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審
議
項
目
と
結
果

審議項目 件数
（うち議決件数）

結　　果

可決・
採択など

否決・不
採択など 継続審査

監査報告 ３ ― ― ―

議　　案 31（31） 31 ０ ０

議員提出議案 ２（２） ２ ０ ０

　
市
議
会
12
月
定
例
会
が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
23
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
議
会
事
務
局
☎（
29
）５
１
９
３

《
監
査
報
告
》

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　
３
件

《
議
案
》

○
令
和
４
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

○
令
和
４
年
度
岩
国
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
周
東
食
肉
セ
ン
タ
ー

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
４
年
度
岩
国
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
岩
国
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

〇
岩
国
市
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す

る
条
例

〇
岩
国
市
行
政
組
織
条
例

〇
岩
国
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

〇
岩
国
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例

〇
岩
国
市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
岩
国
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

〇
岩
国
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
運
動
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
岩
国
市
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
岩
国
市
錦
高
齢
者
の
家
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

○
南
岩
国
駅
前
広
場
等
整
備
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

○
岩
国
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
に
つ

い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　
３
議
案

○
指
定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

○
岩
国
市
中
央
公
民
館
解
体
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　《
議
員
提
出
議
案
》

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

○
岩
国
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例

2023.2.1

市
議
会
12
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど



オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
検
討
を

対
象　
従
来
型
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
以
上
接
種

し
て
い
る
12
歳
以
上
の
人

※
１
人
１
回
限
り

集
団
接
種
日
程　
下
表
の
と
お
り

り
、
高
齢
者
な
ど
の
重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る

人
を
守
る
と
と
も
に
医
療
逼ひ
っ
ぱ
く迫
を
防
ぐ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
他
、
場
面
に
応
じ
た
適

切
な
マ
ス
ク
の
着
用
や
小
ま
め
な
手
洗
い
、

家
庭
内
に
お
い
て
も
定
期
的
な
換
気
を
心
掛

け
る
な
ど
感
染
防
止
策
の
継
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

消
防
団
員
の
表
彰

●
令
和
４
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章　
脇
本
明
信
、
杉
山
泰
啓

●
令
和
４
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章　
今
田
吉
彦
、
山
本
貞
征
、
藤

本
逸
郎

●
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章　
藤
野
修
身
、
河
本
信
幸
、

村
岡
賢
司
、木
村
龍
美
、迫
良
史
、後
藤
昌
之
、

河
平
悦
司
、
松
村
義
明
、
藤
本
雅
幸

●
山
口
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章　
石
原
透
、
岡
村
義
弘
、

木
下
辰
之
、
大
谷
利
明
、
山
根
隆
哉
、
保
木

孝
男
、
森
田
勝
也
、
中
倉
義
久
、
橋
本
和
巳
、

貝
政
司
、
二
階
堂
哲
治
、
加
川
敏
治

●
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

功
績
章　
村
中
喜
文

精
績
章　
西
村
龍
信
、
山
手
祐
治
、
米
澤
誠

勤
続
章
30
年　
山
口
和
子
、
香
川
俊
文
、
中

予
約
方
法　
W
ｅ
ｂ
ま
た
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
０
５
７
０（
０
２
３
）０
０
８

※
無
料
で
接
種
で
き
る
期
間
は
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
（
１
月
17
日
時
点
）

※
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希
望
す
る
人
は
医

療
機
関
で
直
接
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

※
接
種
医
療
機
関
、
集
団
接
種
日
程
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
一
人
一
人
の
感
染
予
防
対
策
の
徹
底
に
よ

島
弘
貴
、窪
田
一
行
、津
川
明
春
、西
村
英
男
、

中
村
政
幸
、
原
田
保
徳
、
山
本
雅
信
、
中
村

光
良
、
前
川
俊
実
、
岡
﨑
勝
則
、
末
廣
和
孝
、

山
重
康
之
、
加
藤
勝
巳
、
神
足
欣
男
、
中
岡

賢
三
、
藤
井
和
浩
、
山
根
芳
博
、
木
村
龍
美
、

二
階
堂
哲
治
、
中
西
亮
二
、
小
林
正
純
、
河

辺
宏
美
、
栁
川
勇
治
、
柏
崎
太
、
濱
川
智
也
、

宮
田
卓
、
中
本
典
夫
、
平
岡
治
寿
、
山
本
智

久●
山
口
県
消
防
協
会
表
彰

功
労
章　
石
原
真
、
井
上
義
勝
、
尾
崎
和
彦

功
績
章　
八
木
主
計
、
林
英
樹
、
樽
井
浩
、

廣
本
泰
二
、中
村
正
登
、瀬
川
淳
、豊
中
俊
行
、

村
中
淳
夫
、
橋
本
久
幸
、
浅
海
才
一
、
末
廣

和
孝
、
加
川
敏
治
、
平
岡
治
寿

40
年
勤
続
表
彰　
村
上
清
二
、
瀧
川
雅
英
、

石
原
真
、
河
野
誠
、
河
平
悦
司
、
隅
浩
基
、

森
兼
孝
行
、谷
睦
雄
、神
田
正
秀
、中
本
𠮷
昭
、

三
浦
隆
典

30
年
勤
続
表
彰　
藤
野
修
身
、
市
川
光
美
、

八
木
主
計
、
糸
濱
敏
明
、
中
村
光
良
、
石
丸

治
幸
、
芦
岡
謙
一
、
藤
本
毅
、
鳥
越
民
春
、

原
田
義
之
、
平
岡
孝
文
、
大
屋
栄
次
、
上
本

広
務
、
末
廣
和
孝
、
山
本
英
裕
、
西
村
孝
憲
、

森
田
勝
也
、
竹
本
隆
一
、
藤
川
博
文
、
松
永

力
、
山
根
芳
博
、
中
岡
賢
三
、
山
根
英
則
、

糸
杉
善
治
、
二
階
堂
哲
治
、
河
辺
宏
美
、
小

林
正
純
、中
西
亮
二
、木
村
龍
美
、川
上
洋
二
、

鮎
川
真
二
、
中
川
眞
澄
、
鮎
川
澄
香
、
堀
江

尚
恵
、
三
家
本
康
恵
、
中
村
美
枝
子
、
藤
本

久
美
子
、
栁
川
勇
治
、
下
村
豊
、
原
田
利
光
、

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。

日 実施場所 受付時間

２月４日㈯ フジグラン岩国 10時～15時30分

２月16日㈭ フジグラン岩国 14時～15時30分

２月18日㈯ 保健センター
（室の木町） 10時～15時30分

２月23日㈷ フジグラン岩国 10時～15時30分

２月25日㈯ フジグラン岩国 10時～15時30分

●集団接種日程

ホームページ

お
知
ら
せ

12広報いわくに



佐
伯
重
樹
、
川
﨑
主
税

20
年
勤
続
表
彰　
安
井
和
成
、
住
吉
健
司
、

国
重
貴
志
、
藤
木
辰
雄
、
中
島
隆
晴
、
粟
屋

直
樹
、
山
本
孝
史
、
村
中
裕
次
、
野
村
克
彦
、

中
倉
慶
彦
、
岡
田
悟
、
村
重
好
則
、
上
風
呂

健
一
、
関
口
宏
史
、
市
川
裕
次
、
秋
山
哲
夫
、

福
岡
克
芳
、
青
見
勝
、
河
本
文
和
、
今
井
俊

二
、
河
本
佳
也
、
小
田
晃
、
鶴
園
浩
明
、
木

村
周
司
、
籠
島
弘
明
、
森
廣
隆
昭
、
實
近
勝
、

寺
本
幸
史
、
若
松
幸
治
、
寺
光
基
樹
、
品
川

善
範
、
鮎
川
孝
裕
、
白
石
一
郎
、
柴
田
朋
成
、

隅
望
、
郡
司
掛
信
也
、
河
本
恵
里
、
白
石
成

年10
年
勤
続
表
彰　
三
浦
裕
子
、
中
村
正
史
、

横
田
導
治
、
小
山
祐
三
郎
、
嶋
谷
晋
平
、
加

國
清
治
、
藤
本
健
太
郎
、
宮
川
郁
子
、
桑
田

博
文
、
唐
椀
隆
志
、
山
本
学
、
染
川
成
治
、

岡
崎
浩
一
、
森
脇
崇
嘉
、
村
岡
さ
え
子
、
浴

岡
孝
治
、
神
本
司
、
安
井
智
範
、
高
杉
敏
道
、

藤
村
和
章
、東
修
平
、中
谷
昭
雄
、大
西
寿
勝
、

藤
重
律
夫
、三
戸
卓
也
、平
岡
徹
、重
中
将
則
、

藤
本
耕
三
、
矢
藤
和
智
、
林
博
之
、
林
涼
太
、

西
竜
義
、
寺
田
賢
治
、
藤
井
政
宏
、
田
村
祐

一●
岩
国
市
長
表
彰

功
労
章　
末
廣
和
孝
、
浅
海
才
一

●
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

功
績
章　
大
内
賢
治
、
香
川
俊
文
、
中
田
豊
、

川
戸
修
、岡
崎
祐
二
、岡
村
高
利
、塚
本
浩
之
、

廣
中
哲
也
、
秋
山
哲
夫
、
上
本
広
務
、
佐
田

茂
久
、
岡
﨑
勝
則
、
坂
上
政
行
、
有
馬
秀
樹
、

近
藤
信
正
、藤
本
雅
幸
、児
玉
信
男
、田
村
武
、

山
手
祐
治
、井
上
義
勝
、藤
廣
聖
、福
繁
貴
昭
、

森
口
広
信
、
二
上
哲
久
、
松
村
義
明
、
河
口

康
成
、
倉
本
光
夫
、
杉
山
良
彦
、
花
木
和
也
、

藤
本
洋
征
、
上
本
和
生
、
田
村
昌
義
、
坂
本

勝
利
、
山
本
人
志
、
山
本
淸
二
、
松
原
健
治
、

保
木
孝
男
、
藤
山
利
明
、
有
国
茂
毅
、
松
川

英
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  【
敬
称
略
】

問
危
機
管
理
課
☎（
34
）０
０
１
９

景
観
重
要
建
造
物
の
指
定

　
市
全
体
の
財
産
と
し
て
地
域
の
人
々
に
親

し
ま
れ
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な

建
造
物
な
ど
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
景
観
上

大
切
な
建
造
物
や
樹
木
を
景
観
法
に
基
づ
き

景
観
重
要
建
造
物
・
樹
木
に
指
定
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
、岩
国
一
丁
目
の「
佐
伯
家
住
宅・門・

塀
」
を
景
観
重
要
建
造
物
と
し
て
新
た
に
追

加
指
定
し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
公
園
景
観
課
☎（
29
）５
１
６
２

藤
井
俊
英
、
三
坂
昌
弘
、
實
近
勝
、
今
井
宏
、

河
本
佳
也
、河
村
秀
之
、河
村
純
治
、吉
賀
要
、

郡
司
掛
信
也
、
原
田
利
光
、
山
田
智
宏
、
栁

川
信
浩
、
桑
原
信
義

●
岩
国
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章　
三
浦
裕
子
、
瀬
村
尚
央
、
藤
村
眞

太
郎
、
永
田
篤
史
、
山
下
和
則
、
木
下
健
雄
、

浜
中
和
昌
、
横
山
桂
、
角
英
和
、
川
森
哲
夫
、

藤
中
光
未
、
北
村
真
司
、
安
村
啓
文
、
市
川

泰
昭
、福
岡
政
利
、宮
川
文
里
、武
田
伊
佐
雄
、

渡
邉
孝
志
、
井
下
雅
人
、
河
村
幸
生
、
山
本

一
郎
、
藤
﨑
宏
明
、
礒
辺
真
治
、
山
中
大
輔
、

上
原
要
一
、成
本
政
彦
、林
久
雄
、藤
井
孝
男
、

髙
村
佳
史
、貴
船
剛
史
、吉
永
優
希
、岩
政
烈
、

柳
井
優
吾
、
小
林
誠
、
行
光
秀
一
、
中
村
真

一
郎
、
倉
田
直
樹
、
山
根
敦
、
藤
川
倫
至
、

中
谷
昭
雄
、國
政
知
克
、末
田
直
也
、堤
耕
作
、

吉
村
秀
正
、
中
村
美
枝
子
、
藤
本
久
美
子
、

吉
岡
俊
治
、
二
階
堂
哲
治
、
中
谷
和
政
、
鮎

川
真
二
、
柏
﨑
瑞
枝
、
石
井
麻
紀
、
田
中
ゆ

き
え
、
岡
村
史
顕
、
片
山
裕
太
、
河
村
洋
、

柏
木
将
志
、藤
村
実
雄
、巻
郷
満
、森
本
健
一
、

白
石
成
年

●
山
口
県
消
防
協
会
退
団
者
感
謝
状
贈
呈

西
村
龍
信
、
山
口
和
子
、
横
井
輝
彦
、
吉
岡

賢
治
、
上
村
啓
二
、
沖
中
和
海
、
野
原
隆
、

中
山
光
男
、
村
岡
裕
一
、
道
祖
本
忍
、
細
見

正
行
、
吉
田
修
三
、
沖
重
剛
、
嘉
屋
勇
、
山

下
英
己
、
善
村
修
之
、
田
内
幸
、
木
村
良
明
、

髙
原
義
雄
、
上
風
呂
惠
、
山
本
康
雄
、
井
上

孝
義
、
中
川
幸
夫
、
立
川
文
雄
、
三
原
正
則
、

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
の

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
付
す

る
と
、
払
い
忘
れ
な
ど
が
な
く
便
利
で
す
。

　
ま
た
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、
国
民
年
金

保
険
料
の
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
口
座
振

替
だ
け
で
な
く
、
現
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
前
納
も
可
能
で
す
。

●
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年
前
納
の

申
し
込
み
手
続
き
は
２
月
末
ま
で
可
能
で
す
。

○
６
カ
月
前
納
は
４
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で

を
４
月
末
、
10
月
分
か
ら
３
月
分
ま
で
の
保

険
料
を
10
月
末
に
納
付
し
ま
す

○
１
年
前
納
は
、
４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分

ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
し
ま
す

○
２
年
前
納
は
、
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月

分
ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
し
ま
す

※
手
続
き
に
は
預
金
通
帳
・
金
融
機
関
の
届

け
出
印
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
が
必
要

●
現
金
払
い（
納
付
書
）

　
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付
書

が
送
付
さ
れ
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
支
払
い
ま
す
。

※
送
付
さ
れ
る
前
納
用
納
付
書
は
６
カ
月
前

納
分
と
１
年
前
納
分
で
す

※
２
年
前
納
の
納
付
書
を
希
望
す
る
人
は
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）2
2
2
2
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動
車
に
け
ん
引
さ
れ
る
農
耕
作
業
用
ト
レ
ー

ラ
ー
は
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
課
税
対

象
で
す
。

　
市
へ
の
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
所
有
者
は

早
急
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

課
税
対
象
と
な
る
小
型
特
殊
自
動
車

前
納
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の

社
会
保
険
料
控
除
を
す
る
に
は

　　
13
月
以
上
前
納
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を

所
得
か
ら
控
除
す
る
場
合
は
、
次
の
①
②
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除
す
る
方
法
＝
控

除
証
明
書
下
部
の
３
年
分
３
枚
の
証
明
書
を

切
り
離
さ
ず
に
申
告

②
各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額
を
各
年

に
控
除
す
る
方
法
＝
控
除
証
明
書
下
部
の
３

年
分
３
枚
の
証
明
書
の
う
ち
令
和
4
年
分
を

切
り
離
し
て
申
告
。
残
り
の
２
枚
は
令
和

5
・
6
年
の
申
告
に
必
要
な
の
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い

※
分
割
し
て
申
告
し
た
場
合
、
翌
年
に
令
和

5
・
6
年
分
を
ま
と
め
て
申
告
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

※
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
以
外
の

国
民
年
金
保
険
料
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
額

を
加
算
し
て
く
だ
さ
い

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２
２
２

小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
は
市
へ
登
録
を

　
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト

ラ
ク
タ
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
、
最
高
走

行
速
度
が
時
速
35
㎞
未
満
の
農
耕
作
業
用
自

※
公
道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
所
有

し
て
い
る
こ
と
で
課
税
さ
れ
ま
す

申
告
場
所　
課
税
課
、
総
合
支
所
、
支
所

問
課
税
課
☎（
29
）５
０
５
３

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事

業
を
開
始
し
ま
し
た

　
妊
娠
中
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
に
わ
た
る

伴
走
型
相
談
支
援
と
出
産
・
子
育
て
に
関
わ

る
経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
実
施
し
ま
す
。

対
象　
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠
ま

た
は
出
産
し
た
人

※
対
象
者
に
は
申
請
書
な
ど
を
郵
送
し
ま
す

給
付
金　
○
妊
娠
届
時
に
申
請
＝
妊
婦
１
人

に
つ
き
５
万
円　
○
出
生
届
後
に
申
請
＝
子

供
１
人
に
つ
き
５
万
円

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
こ
ど
も
支
援
課
☎（
29
）５
０
７
５
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
29
）０
４
０
７

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
な
ど
の
廃
車
・

譲
渡
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　　　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
４
月
１
日

現
在
、
軽
自
動
車
な
ど
（
原
動
機
付
自
転
車
、

自
動
二
輪
な
ど
を
含
む
）
の
所
有
者
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
廃
棄
や
譲
渡
な
ど
に
よ
り
実
際
に
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
必

ず
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
各
機
関
で
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
廃
車
な
ど
の
手
続
き
を
し
な
い
限
り
、
そ

の
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
登
録

さ
れ
て
い
る
人
に
全
額
課
税
さ
れ
ま
す

※
毎
年
３
月
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

※
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど
の
手
続
き
を

し
て
も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
は
全
額
課
税
さ
れ
ま
す

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

問
○
原
動
機
付
自
転
車（
１
２
５
㏄
ま
で
）・

小
型
特
殊
自
動
車
＝
課
税
課
☎（
29
）５
０
５

ホームページ

農作業用以外 農作業用

大きさ
長さ＝4.7m以下
幅＝1.7m以下

高さ＝2.8m以下
制限なし

最高速度 15㎞/h以下 35㎞/h未満

構造

フォークリフト、ショベル
ローダ、タイヤローラ、国土
交通大臣の指定する構造のカ
タピラを有する自動車、林内
作業車、原野作業車など

農耕トラクタ、農業用薬剤散布車、刈取
脱穀作業車（コンバイン）、田植機、国
土交通大臣の指定する農耕作業用自動車
※農耕作業を行う能力と乗用装置を兼ね
備えたもの

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう

14広報いわくに



３
、
総
合
支
所
、
支
所

○
軽
二
輪（
１
２
５
cc
を
超
え
２
５
０
cc
ま
で
）、

自
動
二
輪
（
２
５
０
cc
を
超
え
る
も
の
）
＝

山
口
運
輸
支
局

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
７
３

○
軽
三
輪
・
軽
四
輪
＝
軽
自
動
車
検
査
協
会

山
口
事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
０
８
５

募
集意

見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
計
画
案
に
対
す

る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。　

※
提
出
さ
れ
た
意
見
に
市
の
考
え
方
を
付
け

て
公
表
予
定（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

対
象　
市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
す

る
人
、
事
業
所
を
有
す
る
も
の
お
よ
び
納
税

義
務
を
有
す
る
も
の

●
第
２
次
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画（
案
）

●
第
２
次
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン（
案
）

閲
覧
場
所　
市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、

中
央
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
所
定
の
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、
氏
名
（
匿
名
不

可
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
意
見
を
記
入
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

文
化
財
保
護
課
へ

問
文
化
財
保
護
課
☎（
28
）５
３
５
３

FAX（
28
）５
６
７
７

 bunkazai@
city.iw

akuni.lg.jp

会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
者

　
市
立
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
勤
務
す

る
職
員
の
登
録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。
後

日
面
接
を
行
い
、
採
用
す
る
と
き
は
連
絡
し

ま
す
。

職
種　
①
保
育
士
（
要
資
格
）　
②
調
理
員

申
問
事
前
に
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
と
資

格
証
明
書
（
保
育
士
の
み
）
を
添
え
て
直
接

こ
ど
も
支
援
課
☎（
29
）５
０
７
７

相
談相

続
登
記
はお

済
み
で
す
か
月
間

　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所
で
、
相
続
登

記
や
遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
の
相
続
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

募
集
期
間　
２
月
1
日
㈬
～
３
月
２
日
㈭

（
必
着
）

申
所
定
の
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、
氏
名
（
匿
名
不

可
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
意
見
を
記
入
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
29
）５
２
１
１

FAX（
21
）３
４
５
６

 bunkasports@
city.iw

akuni.lg.jp

●
岩
国
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画（
案
）

閲
覧
場
所　
市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
農
林

振
興
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、
中

央
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
集
期
間　
２
月
1
日
㈬
～
３
月
２
日
㈭

（
必
着
）

申
所
定
の
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、
氏
名
（
匿
名
不

可
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
意
見
を
記
入
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

農
林
振
興
課
へ

問
農
林
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
３

FAX（
24
）４
２
２
４

 nourin@
city.iw

akuni.lg.jp

●
重
要
文
化
財
旧
目
加
田
家
住
宅
保
存
活
用

計
画（
案
）

閲
覧
場
所　
市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化

財
保
護
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、

中
央
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
集
期
間　
２
月
13
日
㈪
～
３
月
14
日
㈫

（
必
着
）

問
山
口
県
司
法
書
士
会　

☎
０
８
３（
９
２
４
）５
２
２
０

中
小
企
業
の
た
め
の

　
　
　
　
事
業
承
継
の
相
談
会

　
経
営
の
引
継
ぎ
に
は
早
め
の
準
備
が
大
切

で
す
。
事
業
継
承
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
に
専
門
家
が
対
応
す
る
相
談
会
で
す
。

対
象　
事
業
承
継
を
考
え
て
い
る
経
営
者
ま

た
は
後
継
者

日
時　
２
月
28
日
㈫　
９
時
30
分
～
16
時
30

分場
所　
市
役
所　
２
階
24
会
議
室

定
員　
４
事
業
者
（
事
前
予
約
制
）

募
集
期
間　
２
月
27
日
㈪
ま
で

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
商
工
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
０

ホームページ

募　
集

相　
談

申込フォーム

料金の記載がないものは原則無料です
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講
座創

業
者
向
け

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

●
起
業
家
の
ソ
フ
ト
な
頭
の
作
り
方

日
時　
２
月
19
日
㈰　
13
時
～
16
時

場
所　
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ　

定
員　
10
人

内
容　
起
業
家
に
求
め
ら
れ
る
柔
軟
な
発
想

に
つ
い
て
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

講
師　
小
林
カ
ズ
ヒ
コ
氏
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
社
外
Ｃ
Ｃ
Ｏ
）

料
金　
千
円

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ
☎（
28
）６
５
６
５

ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
で
で
き
る

宣
材
撮
影
実
践
講
座

●
魅
力
や
想
い
が
伝
わ
る
写
真
を
目
指
そ

う
！

な
ど
の
地
場
産
品
、
日
本
酒
の
有
料
試
飲
、

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
沖
縄
の
商

品
、
岩
国
の
食
材
を
使
っ
た
マ
ル
シ
ェ
限
定

メ
ニ
ュ
ー
（
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
）
な
ど
の
販
売
、

Ａ
N
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
の
無

料
配
布
な
ど
）　

○
神
楽
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

○
Ａ
N
Ａ
子
供
用
制
服
試
着
体
験
、
篆て
ん
こ
く刻
体

験
、
岩
国
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品

展
示
な
ど

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
問
広
報
戦
略
課
☎（
29
）５
０
１
６

夢
は
ぐ
レ
ポ
ー
ト
２
０
２
２

　
今
年
度
、
み
ん
な
の
夢
を
は
ぐ
く
む
交
付

金
を
活
用
し
た
事
業
の
実
績
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

対
象　
誰
で
も

※
主
に
市
民
活
動
を
始
め
て
み
た
い
人
、
市

民
活
動
を
行
っ
て
い
る
人

日
時　
２
月
12
日
㈰　
13
時
～
16
時

場
所　
市
役
所　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

問
市
民
協
働
推
進
課
☎（
29
）５
０
１
５

日
時　
①
２
月
10
日
㈮　
14
時
～
16
時

②
２
月
17
日
㈮　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ　

定
員　
20
人

※
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
の
生
配
信
も
あ
り
ま
す

内
容　
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
宣
材
撮
影

に
つ
い
て
学
ぶ

※
①
＝
モ
ノ
編　

②
＝
人
物
、
風
景
編

講
師　
秋
﨑
涼
子
氏（prism

）

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ
☎（
28
）６
５
６
５

イ
ベ
ン
ト

ち
か
く
に
い
わ
く
に
マ
ル
シ
ェ

日
時　
２
月
19
日
㈰　
10
時
～
15
時

場
所　
岩
国
錦
帯
橋
空
港

※
車
を
空
港
に
駐
車
す
る
場
合
は
駐
車
料
金

が
必
要
（
最
初
の
１
時
間
は
無
料
）

内
容　
○
マ
ル
シ
ェ
（
焼
き
芋
、
由
宇
と
ま

と
、
岩
国
れ
ん
こ
ん
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
旬
の

食
材
、
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
や
チ
ー
ズ
、
蜂
蜜

講
演
・
講
座申込フォーム

申込フォーム

イ
ベ
ン
ト

ホームページ

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう
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ふ
る
さ
と
山
口就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス

対
象　
２
０
２
４
年
３
月
以
降
に
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定
の

人日
時　
２
月
17
日
㈮　
①
10
時
～
12
時
30
分

②
13
時
30
分
～
16
時

※
①
②
と
も
40
社
入
れ
替
え
制

※
入
退
場
自
由
、
服
装
自
由

場
所　
山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　
２
階
大
宴

会
場

※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
（
要
予
約
）

内
容　
県
内
の
企
業
や
公
務
員
か
ら
業
界
や

仕
事
の
話
を
直
接
聞
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

問
山
口
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３（
９
７
６
）１
１
４
５

錦
川
清
流
線
♥
婚
活
列
車

●
清
流
線
で
恋
を
し
よ
う

　
清
流
線
に
連
結
し
た
貸
し
切
り
車
両
の
中

で
交
流
し
、
終
点
の
錦
町
を
散
策
し
な
が
ら
、

新
た
な
出
会
い
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
20
～
40
代
の
独
身
男
女

日
時　
３
月
５
日
㈰　
10
時
30
分
～
16
時

場
所　
岩
国
駅
～
錦
町
駅

定
員　
36
人
（
最
少
催
行
人
数
20
人
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　
２
月
18
日
㈯　
９
時
30
分
～

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　
地
方
卸
売
市
場

内
容　
野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放

問
生
産
流
通
課
☎（
32
）７
３
５
５

献
血２

月
の
献
血

12
日
㈰　
○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　
９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分　

18
日
㈯　
○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　
９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

26
日
㈰　
○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国

10
時
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

※
若
者
を
中
心
に
献
血
へ
の
理
解
と
協
力
を

呼
び
掛
け
る「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
記
念
品
贈
呈
有
り

28
日
㈫　
○
市
役
所　
10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

※
い
ず
れ
も
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎（
29
）５
０
７
０

料
金　
男
性
＝
５
千
円
、
女
性
＝
２
千
円

持
参
品　
写
真
付
き
身
分
証
明
書
、
散
策
に

適
し
た
服
装

募
集
期
間　
２
月
20
日
㈪
ま
で

申
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か
ら

 

問
錦
総
合
支
所
地
域
お
こ
し
協
力
隊

☎（
72
）２
１
１
０

中
央
公
民
館
ま
つ
り

輝
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

場
所　
市
民
文
化
会
館

●
２
月
18
日
㈯

○
作
品
展
示　
９
時
30
分
～
17
時　

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
発
表
会　
13
時
30
分

～
15
時
40
分

●
２
月
19
日
㈰

○
作
品
展
示　
９
時
30
分
～
15
時

○
マ
ン
ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト　
11
時
～
11
時

40
分

○
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト　
13
時
～
14

時●
２
月
26
日
㈰

○
舞
台
発
表　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

問
中
央
公
民
館
☎（
29
）５
０
６
６

申込フォーム

問い合わせ
フォーム

献　
血

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827（22）3330

料金の記載がないものは原則無料です
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科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　
☎（
22
）０
１
２
２

科
学
教
室

対
象　
小
学
３
年
～
６
年
生

定
員　
10
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

持
参
品　
筆
記
用
具
、
作
品
を
入
れ
る
袋

●
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
！
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
作

ろ
う

日
時　
①
２
月
18
日
㈯　
②
２
月
26
日
㈰　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
①
②
は
同
じ
内
容
で
重
複
受
講
は
不
可

内
容　
Ｉ
Ｃ
回
路
の
基
礎
を
学
ぶ

募
集
期
間　
２
月
５
日
㈰　
９
時
～
９
日
㈭

17
時

セ
ン
タ
ー
巡
回
展
ー

日
時　
２
月
12
日
㈰
ま
で

内
容　
令
和
３
年
度
に
行
わ
れ
た
県
内
の
発

掘
調
査
に
よ
る
出
土
品
を
紹
介

●
本
を
読
む
ー
近
世
岩
国
の
人
々
と
読
書
ー

日
時　
２
月
19
日
㈰
～
４
月
16
日
㈰

内
容　
江
戸
時
代
に
発
行
さ
れ
た
書
籍
や
当

時
の
人
々
と
本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介

●
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

日
時　
２
月
26
日
㈰　
10
時
～
10
時
30
分

定
員　
５
人
程
度
（
先
着
順
）

募
集
期
間　
２
月
３
日
㈮　
９
時
～

問
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
岩
国
徴
古
館
所
蔵
の
朝
鮮
通
信
使
関
係
資

料日
時　
２
月
19
日
㈰　
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

講
師　
松
岡
智
訓
（
岩
国
徴
古
館
学
芸
員
）

募
集
期
間　
２
月
３
日
㈮　
９
時
～

申
岩
国
徴
古
館

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
電
気
分
解
に
つ
い
て
学
ぼ
う

日
時　
①
３
月
４
日
㈯　
②
３
月
12
日
㈰　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
①
②
は
同
じ
内
容
で
重
複
受
講
は
不
可

内
容　
水
や
食
塩
水
に
電
流
を
流
し
、
電
気

分
解
に
つ
い
て
学
ぶ

募
集
期
間　
２
月
14
日
㈫　
９
時
～
18
日
㈯

17
時

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
科
学
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
科
学
セ
ン
タ
ー

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

２
月
14
日
㈫
～
18
日
㈯

横
山
二
丁
目　
☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
発
掘
さ
れ
た
山
口
ー
山
口
県
埋
蔵
文
化
財

科
学
セ
ン
タ
ー

ホームページ

展示予定資料
清少納言雪見図

岩
国
徴
古
館

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際は基本的な感染予防対策を行いましょう

18広報いわくに



古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス

日
時　
２
月
19
日
㈰　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　
読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　
２
月
３
日
㈮　
９
時
～

●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　
３
月
５
日
㈰　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　
大
会
議
室

定
員　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　
文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

募
集
期
間　
２
月
３
日
㈮　
９
時
～

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
参
加
す
る
人

は
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　
☎（
22
）０
４
９
０

大
人
の
食
育
講
座

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　
２
月
27
日
㈪　
10
時
～
11
時

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

講
師　
矢
野
美
詠
子
氏

募
集
期
間　
２
月
22
日
㈬
ま
で

持
参
品　
筆
記
用
具

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
働
く
婦
人
の
家

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　
☎（
32
）７
４
１
１

後
期
初
心
者

　
　
　
　
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

対
象　
市
内
お
よ
び
近
郊
に
在
住
す
る
10
歳

以
上
の
人

日
時　
３
月
４
日
㈯
～
25
日
㈯
の
毎
週
土
曜

13
時
～
17
時
（
全
４
回
）

場
所　
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

料
金　
３
５
０
０
円

募
集
期
間　
２
月
10
日
㈮
～
24
日
㈮

申
問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX（
32
）７
３
７
２

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　
☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く「
お
ひ
な
さ
ま
」

対
象　
２
～
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　
２
月
16
日
㈭　
11
時
20
分
～
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　
５
組
（
先
着
順
）

内
容　
空
の
容
器
を
使
っ
て
お
ひ
な
さ
ま
を

作
る

●
小
学
生
の
工
作
「
オ
カ
リ
ナ
」

対
象　
小
学
生

日
時　
２
月
25
日
㈯　
13
時
30
分
～
15
時

（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　
５
人
（
先
着
順
）

内
容　
自
由
に
絵
を
描
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

オ
カ
リ
ナ
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

岩
国
運
動
公
園

働
く
婦
人
の
家

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827（22）3330

料金の記載がないものは原則無料です
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岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

古
紙
パ

ル
プ

配
合

率

7
0
％

再
生

紙
を

使
用

み
ん
な
の
写
真
館

　
「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

編
集

・
発

行
/岩

国
市

総
務

部
広

報
戦

略
課

広
報

班
　

〒
740-8585　

山
口

県
岩

国
市

今
津

町
一

丁
目

14番
51号

　
TEL/0827-29-5016

FAX/0827-21-3337　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 https://w

w
w

.city.iw
akuni.lg.jp/　

E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷

/山
口

印
刷

工
業

㈱
古

紙
パ

ル
プ

配
合

率
70％

再
生

紙
を

使
用

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物写真は、
被写体の承諾を得てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万画素以
上）またはＬ判以上の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　②電話番号
③作品名　④撮影日　⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送または直
接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

406　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館のハッ
シュタグをつけて、インスタグラムで
も応募できます。

ＬＩＮＥで「岩国市」
を友だち追加

岩国市

岩国市LINE公式アカウントでは、皆さまの
お役に立つ情報を配信しています。
まずは　　　　　　をお願いします。友だち登録

皆さんの応募作品はホームページ
にも掲載しています

【今月の一枚】

撮 影 者：波羅一彦さん
撮 影 日：12月29日
撮影場所：錦帯橋横山側料金所前

「シルエット」

　
新
年
の
晴
れ
や
か
な
青
空
の
も
と
、
消

防
出
初
式
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

従
来
の
会
場
は
、
錦
帯
橋
近
く
の
横
山
河

川
敷
運
動
広
場
で
し
た
が
、
今
回
は
、
災

害
対
応
機
能
を
持
つ
愛
宕
山
ふ
く
ろ
う
公

園
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
は
、
平
常
時
に
は
、
市
民
の

皆
様
が
憩
い
・
交
流
す
る
場
所
と
し
て
、

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
隣
接
の
消
防

防
災
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
災
害
支
援
活

動
拠
点
や
避
難
所
と
な
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。　

　
園
内
に
は
、
１
0
0
ト
ン
の
飲
料
水
用

と
60
ト
ン
の
生
活
用
水
用
の
２
つ
の
耐
震

性
貯
水
槽
を
埋
設
し
、
災
害
時
に
必
要
な

物
資
を
保
管
す
る
備
蓄
倉
庫
や
自
家
発
電

施
設
な
ど
も
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

芝
生
広
場
は
、
輸
送
拠
点
と
し
て
防
災
ヘ

リ
ポ
ー
ト
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
安
心
・
安
全
は
全
て
に

優
先
さ
れ
ま
す
。
消
防
団
の
皆
様
に
は
、

今
後
と
も
、
村
中
団
長
の
も
と
、
地
域
の

消
防
・
防
災
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、

災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
、
よ
り

一
層
貢
献
さ
れ
ま

す
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

市長夢日記

 福田 良彦

Vol.154

分列行進を観閲している様子


	p01
	p02
	p03
	p04
	p05
	p06
	p07
	p08
	p09
	p10
	p11
	p12
	p13
	p14
	p15
	p16
	p17
	p18
	p19
	p20

